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1 平安京がつくられたのは 何年?

ア 794年 イ 1192年 ウ 710年 エ 645年 こたえ 

2 藤原氏が摂 政や関白として実権をにぎった政治を何という?

ア 摂関政治 イ 幕府政治 ウ 律 令政治 エ 院政 こたえ 

3 平安時代末、武士として初めて太政大臣になり大きな力を持ったのは?

ア 足利義満 イ平 清 盛 ウ 藤原道長 エ 源 頼 朝 こたえ 

4 794年に都を平安京(今の京都)に移した天皇は?

ア 推古天皇 イ桓武天皇 ウ 天智天皇 エ 聖武天皇 こたえ 

5 「源氏物語」の主人公は?

ア 藤原道長 イ 光源氏 ウ平 清 盛 エ 源 義 経 こたえ 

6 国風文化を代表する文字として正しいのは?

アかな文字 イローマ字 ウ甲骨文字 エアルファベット こたえ 

7 和歌(短歌)は、何音でよむ?

ア 7・7・7の21音 イ 5・7・5の17音 ウ 5・5・5の15音 エ 5・7・5・7・7の31音

こたえ 

8 随筆「枕草子」を書いたのは?

ア 紫式部 イ 与謝野晶子 ウ 清少納言 エ 樋口一葉 こたえ 

9 カタカナは、何をもとにして作られた?

アローマ字から イ 絵から ウひらがなを2つ重ねて エ 漢字の一部を取って作られた

こたえ 

10 天台宗を開き、比叡山に延暦寺を建てた僧は?

ア 空海 イ 鑑真 ウ 行基 エ 最 澄 こたえ 

きぞく く へいあん

へいあんきょう なんねん

ねん ねん ねん ねん

ふじわら し せっしょう かんぱく じっけん せいじ なん

せっかん せいじ ばくふ せいじ りつりょう せいじ いんせい

へいあん じだい まつ ぶし はじ だいじょうだいじん おお ちから も

あしかがよしみつ たいらのきよもり ふじわらのみちなが みなもとのよりとも

ねん みやこ へいあんきょう いま きょうと うつ てんのう

すいこてんのう かんむ てんのう てんじてんのう しょうむてんのう

げんじものがたり しゅじんこう

ふじわらのみちなが ひかるげんじ たいらのきよもり みなもとのよしつね

こくふう ぶんか だいひょう もじ ただ

もじ じ こうこつもじ

わか たんか なんおん

おん おん おん おん

ずいひつ まくらのそうし か

むらさきしきぶ よさの あきこ せいしょうなごん ひぐちいちよう

なに つく

じ え かさ かんじ いちぶ と つく

てんだいしゅう ひら ひえいざん えんりゃくじ た そう

くうかい がんじん ぎょうき さいちょう



11 平安時代の終わりごろ、地方で力をつけ、朝 廷や貴族に仕えるようになったのは?

ア外国人 イ 武士 ウ 僧 エ 商 人 こたえ 

12 遣唐使が停止されたのは 何年?

ア 894年 イ 1192年 ウ 645年 エ 794年 こたえ 

13 平 清 盛が一族の繁栄を願い、あつく信仰した、海に立つ大鳥居で有名な神社は?

ア 厳 島神社 イ日光東照宮 ウ 伊勢神宮 エ 出雲大社 こたえ 

14 平安京は、今のどこに置かれた都?

ア 京都 イ 奈良 ウ 大阪 エ 滋賀 こたえ 

15 貴族や寺社が持っていた、私有の土地を何という?

ア 荘 園 イ国分寺 ウ公領 エ 口分田 こたえ 

16 「古今和歌集」は、だれの命令でまとめられた和歌集?

ア外国の王の命令 イ 天皇の命令 ウ 幕府の命令 エ 将 軍の命令 こたえ 

17 日宋貿易で、宋から大 量に輸入されたものは?

ア小判 イ 勘合 ウ宋銭(銅銭) エ 鉄砲 こたえ 

18 菅原道真が遣唐使の停止を提案した理由は?

ア 唐がおとろえ、航海も危険だったから イ 唐と戦争を始めたから

ウ 仏 教が禁止されたから エ日本に船がなくなったから こたえ 

19 紫式部が仕えたきさきの父親は?

ア平 清 盛 イ 藤原道長 ウ 菅原道真 エ 藤原頼通 こたえ 

20 寝殿造の部屋の床は、主にどうなっていた?

ア 板の間で、すわる所にたたみを置いた イ 土の床のままだった

ウじゅうたんをしいていた エ部屋全体にたたみをしきつめた こたえ 

へいあん じだい お ちほう ちから ちょうてい きぞく つか

がいこくじん ぶし そう しょうにん

けんとうし ていし なんねん

ねん ねん ねん ねん

たいらのきよもり いちぞく はんえい ねが しんこう うみ た おおとりい ゆうめい じんじゃ

いつくしまじんじゃ にっこうとうしょうぐう いせじんぐう いずも たいしゃ

へいあんきょう いま お と

きょうと なら おおさか しが

きぞく じしゃ も しゆう とち なん

しょうえん こくぶんじ こうりょう くぶんでん

こきんわかしゅう めいれい わかしゅう

がいこく おう めいれい てんのう めいれい ばくふ めいれい しょうぐん めいれい

にっそうぼうえき そう たいりょう ゆにゅう

こばん かんごう そうせん どうせん てっぽう

すがわらのみちざね けんとうし ていし ていあん りゆう

とう こうかい きけん とう せんそう はじ

ぶっきょう きんし にほん ふね

むらさきしきぶ つか ちちおや

たいらのきよもり ふじわらのみちなが すがわらのみちざね ふじわらのよりみち

しんでんづくり へや ゆか おも

いた あいだ ところ お つち ゆか

へや ぜんたい



こたえ　しょう6 しゃかい「貴族の 暮らし(平安)」 その1

1  ア 794年

2  ア 摂関政治

3  イ 平清盛

4  イ 桓武天皇

5  イ 光源氏

6  ア かな文字

7  エ 5・7・5・7・7の31音

8  ウ 清少納言

9  エ 漢字の一部を取って作られた

10  エ 最澄

11  イ 武士

12  ア 894年

13  ア 厳島神社

14  ア 京都

15  ア 荘園

16  イ 天皇の命令

17  ウ 宋銭(銅銭)

18  ア 唐がおとろえ、航海も危険だったから

19  イ 藤原道長

20  ア 板の間で、すわる所にたたみを置いた


